
【様式１】｢キャリア教育推進プロジェクト｣実施計画書 

｢キャリア教育推進プロジェクト｣ 

～１０年間学ぶ意欲を持続させるために～ 

 

１ 学校名（児童生徒数 教職員数） 

   神栖市立神栖第二中学校（生徒数 ５９２名  教職員数 ６５名） 

 

２ 児童生徒に身に付けさせたい力（育てたい力）（◎は重点とする力）  

 ◎ 自分のよさや可能性と職業や学習を結び付け、夢や目標の実現のために行動する力 

（生き方を見いだす力：キャリアプランニング能力） 

 ○ 様々な人の考えや立場を理解し、自分から役割を見つけ、他者と協力・協働し、社会を形成しようとする力 

（人と関わり社会を創る力：人間関係形成・社会形成能力） 

○ 自分の良さや可能性を理解し、不得意なことや苦手なことでも、自ら進んで取り組む力                                                 

（自分を見つめる力：自己理解・自己管理能力） 

○ 自ら課題を発見・設定し、計画を立て、見通しをもって自主的に解決する力 

（困難を乗り越える力：課題対応能力） 

 

３ プロジェクト名 

   『未来につなごう ～Link  to  the  future～』 

 

４ プロジェクト内容  

 ○ 本校全体目標である「自分のよさや可能性と職業や学習を結び付け、夢や目標に向かって日々を楽しめる生

徒の育成」のため、特別活動・各教科等とキャリア教育との関連を意識するとともに、キャリア教育の視点と

身に付けさせたい力の「意識化・見える化」を図り、キャリア教育を充実させる。 

 ○ 「～１０年間学ぶ意欲を持続するために～」のテーマのもと、特に小中校種間での連携を重視して、キャリ

ア教育を実践する。 

 ○ 卒業生や地域人材、様々な職業人などの話を聞く機会や企業訪問を設定し、キャリア・モデルを通した「生

き方を見いだす力」の育成に向けた指導体制の確立を図る。 

 ○ 保護者や地域に向け、学校の取組や生徒の様子を発信し、キャリア教育についての理解を深め、それぞれの

連携・協働体制の確立を図る。 

 

５ 予定実施時期 

   令和５年４月～令和６年３月（通年） 

    

 

６ 各学年及び教科等の目標 

学年・教科領域 目   標 基礎的・汎用的能力 

第１学年 集団の一員としての役割を理解し行動するとともに、自分を律

し成長のために進んで学ぼうとすることができる。 

自分を見つめる力 

第２学年 企業訪問等を通して、社会との関わり方や働くことの意義を理

解し、自分の生き方を考えるとともに、自らの進路について具体

的な計画を立てることができる。 

生き方を見いだす力 

第３学年 これまでの自分の歩みを見つめ直し、自ら主体的に進路決定を

するとともに、自己実現に向けての課題を見いだし努力すること

ができる。 

生き方を見いだす力 

特別支援 コミュニケーションスキル・ソーシャルスキルを高める。 人と関わり社会を創

る力 

各教科 単元の中で生徒が課題を発見・分析し、適切な計画を立てて課

題解決に向かうサイクルを全職員で実践する。 

キャリア教育の視点と身に付けさせたい力の「意識化・見える化」

を図ることで、将来と関連付けて学びの意義を認識できるように

する。 

困難を乗り越える力 

 



７ 活動予定 

 ○ １学期・・・キャリア教育全体計画・年間計画の見直し 

         キャリア・パスポート①②③、環境整備、卒業生による進路説明会 

 ○ ２学期・・・職業人の話を聞く会・進路説明会、キャリア・パスポート④⑤⑥、企業訪問 

 ○ ３学期・・・キャリア・パスポート⑦、まとめ、意識調査・生徒の変容の分析、次年度へ向けた準備 

 

８ 今年度、期待される成果 

・キャリア教育の視点をもって、授業や行事等を見直し、実施することで、一人一人の生徒の「学ぶこと」と 

「働くこと」の関連性への気付きを促し、学習意欲の向上が図られるであろう。 

・キャリア・パスポートを効果的に活用することで、自己の成長や変容の自覚につなげることができるであろう。 

・卒業生や地域人材、様々な職業人の話を聞く機会や企業訪問など、異世代とのコミュニケーションや他者と協

働しながら新しい価値を創造する力などの体験的な学びを通して、自己理解の深化や自己有用感の向上、勤労

観・職業観の形成・確立がなされるなどの効果が期待できるであろう。 

・重点目標の生き方を見いだす力（キャリアプランニング能力）の意識調査（生徒・教師）において、４段階評

価（４ 満足・３ やや満足・２ やや不満・１ 不満）の４・３の合計が８５％以上となるようにする。 

 

９ その他 

 ○ キャリア教育に関わる各種活動費が必要である。 

 ○ 外部講師謝金（未定）が必要である。 

 ○ 交流活動時の保険代・交通費が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


